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（件）  
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聞終  
始了  

和  
文   

得   
免疫不全に伴つ脳内  18  20  エイズ対策  高島 康弘  実験動物の脳内における潜伏中の原  トキソプラズマ原虫の潜伏様式につい  現時点でなし   2008年3月5日、研究成果が中日新聞   
潜伏トキソプラズマ原  研究  虫の挙動を詳細に把糧できるシステム  朝刊総合面で紹介された。   
虫再活性化の事前予  を樹立し、これを用いることで、トキソプ  
想と再活性化原発  ラズマ原虫の潜伏様式について「潜伏  
局所における宿主遺  を許す宿主細胞内の微小環境が存在  0  4  0  0  4  0  0  0  
伝子発現レベルの網  する」という既存を提唱できた。またそ  
羅的解析  の微小環境をつかさどる分子の候補が  

あがった。   

電算機的アプローチ  18  20  エイズ対策  蜘野 津  NACMEを基本欄格構造とするRNasoH  RNasoH阻害を作用機序に持つ次世代  本研究事業で培った技術は、近い将来  米国化学学会の発行する英文国際誌   
を活用したRNasoH  研究  阻害剤リード化合物の同定に成功し  エイズ治療薬は現在のエイズ治療薬耐  承認されるかもしれない大手企業が開  JournalofM8dicinalCh8mistrYに研究   
活性を標的とするHIV  た。これは既存のRNaseH阻害剤とは  発中のRNaseH阻害に基づくエイズ治  
－1複製阻害剤開発  構造が異なる新規性に富む化学樽造で  療薬の薬効評価と薬剤耐性ウイルス発  
に関する研究（若手  あり次世代エイズ治療薬開発に大きな  生に関する解析に転用できるため迅速  
育成型）  貢献が期待できる。また現在頻用され  な行政対応に千献できる。   

0  17  4    54  12  0  0  0  

るNRTlの耐性メカニズムを理解し、薬剤  
耐性HⅣ問憧を解決するための学術的  
基盤を提供できる。   

同性愛者等への有効  18  20  エイズ対策  叫田 憲司  コミュニティ支援の観点から、中小都市  「男性同性間のHⅣ感染対策における  地方公共団体－NPO連携による用∨検  3年間にわたリ31回の成果発表会を実   
な予防介入プロゲラ  研究  におけるMSM向け啓発の実施及び多  行政・NPO遠浅事例集（平成20年版）」  査相談事禦の新規事業化第4回エイズ  施し、のベ1130名の参加者を迎えた。   
ムの普及に関する研  様な層へのアウトリーチにより対象層の  （発行：平成20年3月31日）   施策評価検討会による「検査相談体制  
究  拡大を実現した。地方公共団体支援の  の充実に対するモニタノング」事例報告  

観点から、MSM向け普及啓発手業の  第3回重点都道府県等エイズ対策担当  
NPO連携による実施と普及を行い、研  課長連絡協議会における事例報告   
究班の介入によるものとしては全国初  M対策を学ぶ講習・討論会」、「MSMコ  
の地方公共団体－NPO連携によるHⅣ  0  0  l  0  8  10  0  3  用  
検査相談事業を新規に事業化し「NPO  感染リスクの理解と対処スキルの実践  
等との連携強化」の具体的事例を達成  ー」、「行政－NGO連携による同性間  
した。  のHIV対策」、等開催地：札幌、仙台、さ  

いたま、東京、名古屋、大阪、広島、松  
山、福岡、那覇、等   

自立困刑場H王∨鳩性  19  20  エイズ対策  白阪 琢磨  治療の進歩によってHⅣ感染症は慢性  病状安定にも関わらず自立函難な例が  平成18年度 社会福祉施設職員向け啓  平成20年度の診療報酬改定で療養型・  自立困難な陽性者のケアの必要性はマ   
者のケア・医療に関す  研究  疾患と捉えられるまでになった。予後の  少なからず存在するが、拠点病院から  発冊子「社会福祉施設とH【∨陽性者」を  終末期の抗HIV薬および血液製剤の枠  スコミでも取り上げられた。   
る研究  改善に伴い患者のQOLの改善もいっそ  付けの根拠となった。   

う重要となってきた。AIDS発症により失  
明、中枢神経障害などの重度障害を遺  
した方や、予後の改善に伴う高齢者に  
ケアと医療を、どう長期に提供してゆく  0  0  21  9  23  0  0  

かという新たな課埴が明らかとなって来  
た。研究によって、社会福祉側にHⅣ感  
染症の治療や予後改書の現状を伝える  
事と相互のコミュニケーションが重要で  
ある辛が明らかになった。   

E型肝炎の感染経路・  18  20  肝炎等克服  矢野 公士  近年の本邦におけるE型肝炎の発生状  劇症肝炎、」OHFの成因としてのE型肝  特になし   北海道の北見網走地区で、ブタホルモ  北海道の某地区で豚肉の摂食後に重   
宿主域・遺伝的多様  緊急対策研  況として、北海道（札幌地区）での減少  炎は他の型の肝炎と比較し、重患性聖  ンの摂食に起因すると考えられる、  症肝炎が発生するというエピソードが相   
性t感染防止・診断・  究  傾向と全国的な増加傾向が琵められ、  の発症と関連している可能性が示唆さ  2004年の北見市における集団感染手  次ぎ、「生肉はしっかり焼いて」キヤン   
治療に関する研究  今では、いずれの地域でも非A非B非C  例およぴ2006年の網走市における重症  

型肝炎の10㌔強がE型肝炎である。ただ  例が発生したこと、しかもHEV遺伝子は  
し、北海道血液センターによるHEV  g8nOtyP84であり、しかも互いに非常に  
NATの結果はこの地域での感染が減少  近縁であった。重症化と関連のある  
することなく発生し続けていることを示  8  39  15  l  48  6  ロ  ■  ロ  
唆している。HEVの細胞培兼系が確立  継がれている可能性があり、このことを  
され、これを墓に感染性cDNAクローン  危険情報として厚生労働省に通報して  
が作成された。これを利用して、これま  いる。   
で原因不明であったORF3領域の機能  
解析や、HEVの安定性の検討が行われ  
た。   

55   



年度  原書論 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課埴名  研究事業 名  研究者代表 者氏名  専門的・学術的観点からの成果  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
開終  
始了  和 文  英 文 等  手口 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

得   
透析施‾、l              ワb、  
型肝炎院内感染の状   緊急対策研 究   こ関するマニュアル」の浸透により、憬  感染の危険グループである慢性透析患  院内感染予防に関するマニュアル（三  院内感染予防に関するマニュアル（＝  てシンポジウム「透析医療における感   
況・予後・予防に閲す  性透析患者のHCV抗体陽性率は1g99  着での新規HCV感染を減少することが  訂版）を作成し、厚生労働省W8bに掲載  訂版）を作成し、厚生労働省Wobに掲載  染対策」が開催され「透析医療における   
る研究  年15．5％と比べ年々減少し、2007年には  できた。透析患者でのHCV感染を撲滅  された。   された。   院内感染予防マニュアル」秋葉 僅（東  

9．841と低下し、かつ、陽性化串は2001  京女子医科大学）を述べた。  9    12  0  10  3  0    10  
年の2．1％と比べ2007年は1．041と半減  
し、感染防止効果が観察され本研究に  
よる介入の効果が確屈できた。  

C型肝炎状ミ                          く   
予後の疫学像の解明   緊急対策研  、 
に関する研究  究   っ  

、 

っ。       の疫学的解明は進んでいない。ナ1CV感  いて捷示できた。本研究において解明  ン等の作成のために必須な基礎資料と  的に分析したことにより、HCV感染率が  かについては、複数のメディアに取り上  
染状況の確認できる疫学よ団を用いて  された疫学的知見が強固なものとなり、  なる。   高率でHCV持続感染者の多い世代が  プられ、またがん検診ガイドライン作成  
HCV感染者における肝がん等の発症促  0  17  7  0  10  3  0  0  0  
進・防御璽眉を、環境、宿主、HCV関連  て、肝炎治療以外の方法による今後の  
辛臥環境偏主文互作用などの側面か  HCV関連疾患予防対策に有用な科学  
ら疫学的に探索し、専門誌に掲載する  的証拠を提示できた。   
ことにより、国際的にも不足している科  
学的証拠を補完することができた。   

18   
上に関する研究  緊急対策研  療法毎に．質問票を用いて有用性を検   

各治療法間で，患者  において最も著明であるが 経済的負       討した報告は散見される。しかし．局所  療後の患者QOLは他の治療法に比べ  この新規質問票は．84る例（うち肝がん  QO」の経時的変化の差異が全国レベ  担感のスコアが－↑して低迷し 他の       療法から肝移縮まで全ての治療法を対  て良好な可能性があり．患者QOLの観  合併494例）の慢性肝疾患を対象とした  ルの研究で明らかになったことにより．  治療群に比して有意に低価であった こ       ■に 
，全国レベルで患者QO」を評価し  点から治療時の鎮痛が重要であること  平成15年虔のpilotstudyにおける因子  今後の肝がん撲滅対策の充実や患者  の背★として 肝移植患者は現在まで  

た報告は皆魚であった。今回の研究で  が浮き彫りとなった。一方．術後のQOL  分析の結果，18の質問項目は4国子に  の立場に立った医療の実践に有用なエ  障害者手帳の交付対tとなっておら  
治療後1Zケ月までの肝移櫨．肝切除．  改善は肝移他において最も事明である  分類され．各因子におけるCronbachα  ビデンスが得られた。また．平成20年産  ず，免疫抑制剤など術後の医療費負担  

19  61  7  0  73  28  0  0  0  
明 

． 

規模な研究はほとんどなく，本研究は  の双方．さらに障害者認定の是非を検  る質問項目として．収入への影響を問う  て活用されることが期待される。   的負控が軽減するよう この方面でも本  
国際的にもパイオニアである。今後．患  研究の成果が役立つことが期待され  
者のQOしに配慮した肝がん治療の指針  る。   
を作成する際の礎となる成果である。   

肝炎ウイルス感染の  我が国ではC型肝炎ウイルス（HCV）持  
肝外病変のよ礎的及   緊急対策研  発現や肝細胞癌誘発のためには、プロ   続感染者が約200万人存在し慢性肝   
び臨床的包括研究  究   テアゾームアクチベーターPA28rが必  も、肝繰稚化悪化の独立予測因子で  炎、肝硬変、肝癌へと到る連鎖に苦し  基礎的及び臨床的包括研究」について  

須である。HCV病原性の抑制法の開発  あった。また、肝脂肪化はC型肝射こ対  められている。過去の輸血行政にも関  講演を行なった（小池和彦）c型肝炎  
に通じる重要な発見である。成果は  するり／くどリン併用ペグIFN治療効果の  連性がある。HCV感染症は全身疾患で  が全身性疾患であるという認雄をマスコ  
ProcNatlAcadSciUSA等の雑誌に掲  あるという認識をもってHCV感染者の菅  
鼓され、国内外から大きな反響があっ  理・治療に当ることにより、患者の予  Z6  152  120      88  2  0  300  

た。   があり、肝繊維化やIFN治療効果など病  後、QOLを大幅に改善することが期待さ  
気の本質に関わっていることが示され  れ、行政的な意義も大きいと考えられ  
た。成果はH8PatO】0打等の雑誌に掲載  る。   
され、国内外から大きな反響があった。  



年産  原著論 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課増名  研究事業 名  研究書代表 者氏名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
開終  
始了  

和 文  英 文  
等   

得   
気管支喘息難治・王  18  20  免疫アレル  森 晶夫  従来説では、治療不良が長期間持続し  現行の薬物治療の効果がきわめて限  分担研究者の高橋 5★が、喘息予防・  紐治性・重症喘息の病態解明と有効な  第58匡】日本アレルギー学会秋季学術大   
癌化の病因・病態の  ギー疾患等  た後にリモデリングの書乳こよって、難  定的である重症喘息眉のために、ステ  管理ガイドライン2006の難治性喘息を  治療法の開発は、喘息研究分野に残さ  会（2008年11月27日開催）において シ   
解明に関する研究  予防・治療  治化・重症化するものと想定されていた  ロイドに替わる有力な治療法、予防法  執筆した。   れた重要課出である。米匹NIHの大規  ンポジウム1気管支喘息の難治か機構  

研究事業  が、われわれの調査結果により、難治  わ開発が急務である。非IgE依存性丁細  模研究SARPstudy、欧州12カ国共同研  とその対策、司会 森 晶夫、藤澤 隆  
性喘息の相当な部分は発病当初から  胞依存性気流閉塞メカニズムの研究  究のENFUMOSAstudY、製薬企業のス  夫、第1演壇 小児喘息の立場から 藤  
治療反応性の良好な通常の喘息とは全  ま、新たな気管支拡張療法の連を拓く  ボンサード研究のT【NORstudyが近年  濡 隆夫、第2演増 成人喘息の立場か  
く異なる病態を有することが明らかに  の国際研究で、特に前2者の評価が高  
なった。われわれが見出した重症喘息  19  75  108  9  125  29  3  0  3  
に特徴的な丁細胞レベルのステロイド抵  を登碩した調査で、そのうちの約3割が  
抗性は、T細胞に内在する異常でなく、  ステロイド依存性喘息と公表されてい  
T細胞が存在するmicroenvironm¢ntの  る。われわれが厚生労働科学研究とし  
要因によるとの考え方は、まったくオリ  て実施した全国100症例のステロイド依  
ジナルな概念である。   存性喘息登録訪査の意義は大きいと考  

えられる。   

アレルギー性疾患の  18  20  免疫アレル  海老欄巨 元宏  小児期のアトピー性皮膚炎（AD）、食物  疫学調査でのデータをもとに日A発症危  研究班の成果をもとに「食物アレルギー  食物負荷試験ネットワーク研究事業は  ‘‘食物アレルギーの診療の手引き2008■’   
発症・進展・重症化の  ギー疾患等  アレルギー（FA）、気管支喘息（BA）、スギ  険因子を明らかにするために相模原病  の診療の手引き2008」を最終年度に作  平成13年から8年間にわたり活動を継  ま一般医向けに作成したものである   
予防に関する研究  予防・治療  花粉症の有病率調査を相模原市の調  院で前向き研究を行っている。乳児期  成し公開した。研究班にて検討した卵  続し、同一のプロトコールでブラインド負  が、患者、コメディカルにとっても大変有  

研究事業  重から明らかにし、5歳時では何らかの  のFA愚者からの幼児期BA発症例で  白、牛乳特異的IgE抗体と食物負荷試  荷試験が施行可能な鶏卵、牛乳、′ト  用な情報をもたらしている。FAの診療の  
アレルギー性疾患を有している児は約3  ま、好酸球数、血j書総IgE値の高値が持  験結果の相関関係を示したプロパビリ  麦、大豆の負荷試験食を提供してきた。  手引きに暮かれている情報は、朝日斬  
人に1人という衝撃的なデータが得られ  続し、早期にダニ抗原に感作されてお  ティーカープを掲載し、食物負荷試験の  全国37施設において松庵行症例は平  間、毎日新聞、読売新聞、NHK教育テレ  
た。乳児期のAD／FAを有していること、  リ、BA発症までの上気道感染症RV慰  適応の検討がより適切に安全に行える  成20年産までに2092症例に達し、我が  ビ“今日の健康’’などで取り上げられ、  
18  86  43  0  136  28  ■  0  l                                                                                                      アレルギー性疾患の家族歴」間接喫煙  染が圧倒的に影響を与えていた。食物  ようになった。国立病院機積相模原病  国での負荷試験の普及に手厳した。平  食物アレルギー研究会、日本アレル  
が3歳での日Aの発症リスクであった。FA  負荷試験をより安全に行うために好塩  院臨床研究センター等4カ所のサイトか  成†8年、20年の保険診療の改正におい  ギ一字会、日本小児アレルギー学会の  
やBAなどの小児アレルギー性疾患の  基球の活性化マごカーを調べることが  らPDFファイルの無料ダウンロード化、  て食物負荷試験が保険診療として認め  シンポジウム、ワークショップなどでも取  
発症と遺伝子多型の関連性も明らかに  有用であることを明らかにした。負荷試  関係学会、全国医師会、コメディカル等  られた基本データして活用され、“食物  り上げられている。  
されたことは発症予知、重症化予防の  駿食と食品中のアレルゲン量を定量し  への無料配布を行い、標準的な食物ア  アレルギーの診療の手引ぎ’は食物ア  
観点から重要な知見である。   関連づけることによりFA患者の生活の  

貫を高める栄養指導が可能となった。   解説暮に明記されている。   

アトピー性皮膚炎の  18  20  免疫アレル  河野 陽一  1）乳児コホート追跡調査かb、乳幼児  「アトヒー性皮膚炎の診断のための貫  班研究の結果を含めてアトピー性皮膚  学校におけるアレルギー疾患管理指導  学校でのシャワー浴によるAD悪化予防   
発症および悪化因子  ギー疾患等  ADの自然経過が明らかになった。早期  間黒」を用いた疫学調査から、この5年  炎治療ガイドライン2005を改訂し、アト  表のアトピー性皮膚炎炎の項で、学校  効果が全国紙にて紹介された。   
の同定と発症予防・症  予防・治療  発症に、食物アレルギー、男児、ネコの  間での小学生のAD有症率は若干低  ピー性皮膚炎治療ガイドライン2008を  でのシヤウー浴についての項目が設定   
状悪化防止のための  研究事業  飼育が関連すること、乳児ADの遷延化  されたことは、学童のADのQO」向上に  
生活環境整備に関す  に食物アレルギーが間遠することが判  極めて大きな効果を有すると考えられ  
る研究  明した。また、皮膚／りア機能、黄色ブ  る。母乳栄養のアレルギー抑制効果に  

ドゥ球菌定着がAD発症のリスクである  ついて今後発表予定である。   7  6  21  0  31  3  0  

ことが示された。  がる。   
2）出生コホート調重からは、母乳栄養  
が乳児AD発症に抑制的に働くことが示  
された。また、母乳中の免疫活性物質と  
乳児AD発症の関連が明らかになった。   

関節リウマチの重症  18  20  免疫アレル  村澤 章  全身の骨関節破壊の重症化ハターンは  今後生物学的製剤なとの普及により、  従来の3種早期診断法（ACRのCT法、  従来の薬物療法によって炎症は70～  新CT法は高価な診断器機や専門性の   
化防止のための臨床  ギー疾患等  非荷重関節、荷重関節、MTX使用下、  CRP価で表現される炎症がコントロール  日本リウマチ学会診断法、厚生省診断  80％コントロール可能であり、残り20－  高い器機（MRIUAなど）がな〈とも 一般   
的早期診断法と早期  予防・治療  生物学的使用下などで異なっているこ  されると、骨関節破壊は抑制される反  法）の感度・特異度の再評価をおこなっ  30％の患者は進行性で重症化するが、  臨床医が医療現場にて臨床重視で便   
重症化診断法に関す  研究事業  とが判明した。手指、手関節、肘関節、  面、免疫抑制によって発生する感染症  た後、リウマトイド因子（IgM－RF）より疾  診断が確定されたすべての患者に対し  用できる。【mmuKnowORやプロカルシト   
る研究  膝関節の破壊様式から、関節破壊防止  のコントロールが重要な課坦となる。  患特異性に優れた抗CCP抗体を組み込  早期から強力な免疫抑制剤や生物学  ニンなどの新検査法、斬マーカーの臨  

のためI＝平均DAS28－CRP（3）が発症2  ImmuKnowORはRA治療症例の免疫能  んだ新CT法を作成し，感度、特異康、  的製剤を推奨する考えは、有害事象や  床的意＃は更なる症例の積み重ねによ  
年で3．0以下に維持されていること、生  を評価し易感染状態の早期発見に有用  鳩性的中率と陰性的中率が高いことが  コストの面ばかりでなく倫理面でも問題  る検索が必要である。  
物学的製剤の導入によって関節破壊改  な可能性がある。また感染症、とくに量  確認された。また確定診断が難しい例  が残る。そのため重症化指標を早期に  10  21  0  0  32  5  0  0  0  

書例はEUしAR診断基準でgood  症感染症の早期診断法にはプロカルシ  では関節鏡視下縮繊学的診断法が有  用いて重症化が予測される患者に対し  
responderであり、かつ骨破壊程度が  ては、早期から選択的強力薬物療法を  
Lars即gradoⅡ以下であることから、こ  導入することが入院期間・緑黄などの  
れらの条件を満たすよう強力な薬物療  医療経済性や不安・有害事象など患者  
法の早期選択的導入が推奨される。   の精朴身体障害届からも有用と考えら  

れる。   
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年度  原著檎 文（件）   その他 拾文  

（件）へ  

研究課題名  研究事業 名  研究者代表 者氏名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／くクト  出  
開終  
始7  

和 文  英 文  
等   

得   
成人喘息の寛解を日  特になし   
指した治療薬の減量・  

特になし   
ギー疾患等  液中のIPlO高価、VEGF高値、ILT  

中止に朋する研究   予防・治療  1＆耶1538：低価の傾向がみられたが、  
研究事業   得られる結果の感度／特異度や即時性  

の点に問堰がみられた。これに対し、呼  
気NO測定は比較的簡便であり即時に  
楕臭が得られ、呼気NOが高価例、ある  

4  10  5  0  15  5  0  0  0   
いは中止後に上昇する例ではステロイ  
ドからの離脱が不可能であることが示  
唆された。適切な治療により臨床的克  
解となった場合でも、丁細胞反応性の観  
点からみると免疫学的な寛解の得られ  
ていない例のあることが確絃された。   

スギ花粉症およぴダ  18  20  免疫アレル  阪口 雅弘  減感作療法に応用可能な組換え体スギ  本研究において組換え体スギ花粉7レ  本研究においてはガイドライン等の開  スギアレルゲン組換え体ワクチンは花  今回、マスコミには取り上げられなかっ   
ニアレルギーに対す  ギー疾患等  花粉アレルゲンが作製され、これらの組  ルゲンが開発され、今後、この組換え体  発は行わなかったが、これまで日本で  粉から精製される自然アレルゲンに比  たが、今後、組換え体を用いたスギ花   
る新しい免疫療法の  予防・治療  換え体はアレルゲン性が濾弱している  アレルゲンを用いた減感作療法やCpG  ほとんど行われていなかったスギ花粉  べ、大量に精製アレルゲンを供縮するこ  粉症に対するワクチン開発の進展や、   
開発  研究事業  ことが判った。今後、この組換え体アレ  やプルラン精舎ワクチンなどの安全性  症の舌下減感作療法を100例以上の  とができ、また、それにより、安価なワク  舌下滅感作療法の有効性と効果の評  

ルゲンを用いた学術的な研究の発展が  の高いワクチンの開発が行えるように  症例において行った。これらの臨床試  テン開発が可能になり、医療費の削減  価について情報に関して、取材等があ  
期待できる。舌下減感作療法による臨  なった。臨床試験において二重盲楼蘭  験の什報は今後、スギ花粉症の舌下減  こ寄与できる可能性がある。これまでス  れば、積極的に対応したいと考えてい  
る。       床試験において舌下減感作療法の作  験により、スギ花粉症に対する舌下減  惑作療法のガイドラインを作製するとき  ギ花粉症は薬による対症療法が主体で  2  42  0  2  79    3  0  0  

用機序の解析を行い、制御性丁細胞の  
関与が示唆され、今後の舌下減感作療  安全性が証明されたので、根治的療法  
法の作用機序の研究が進むものと考え  である舌下減感作療法が普及し、医療  
られる   及する可能性が期待できる。   費の削減に寄与できる可能性が期待で  

きる。   

関節リウマチに対す  18  20  免疫アレル  中村 孝志  2ミクロンサイズの酸化チタン58％含有  人工関節の多施設でのレジストリーか  下肢人工関節のクリテイカルバスに閲し  特になし   下肢人工関節のナショナルレジストリー   
る長期耐用下肢人エ  ギー疾患等  骨セメントにより従来の甘セメントの改  らナショナルレジストリー体制構築にお  て、得られたアンケートの解析と人工関  こついては、日本整形外科学会インプ   
関節の開発とクリテイ  予防・治療  善が期待された。甘とインプラント界面  いて、参加施設が順調に増加し、登線  節に関するガイドラインを比較すること  ラント委員会で継続的に取り上げられ   
カルパスの標準化  研究事業  の固着lこ関しては今回の解析で界面で  書譲される雄増となっている。   

従来の2倍の努断応力が予測された。  
人工膝関節を入れた患者の解析で、P  
Sタイプの人工膝関節で大腿コンポーネ  
ントとカムの部分でインピンジが生じて  0  8  0  0  0  8  0  0  0  

いることが判明し、接触応力の低下の  
ためのデザインの改善の必要が示され  
た。新しい人工足関節のデザインの解  
析では簡易力学試験とFEM解析でデ  
ザインの利点が示された。   

関節リウマチの治療  18  20  免疫アレル  山本 一彦  本邦の関節リウマチ（RA）治療は生  本邦のRA患者の疾患活動性の程度、  RAの治療に関して、檀々の生 学的製  現時点で特になし   
法選択と治療反応性  ギー疾患等  学的製剤導入により大きく変貌を遂げ  個々の症例での疾患活動性に応じた治  削が導入されつつある。抗リウマチ薬で   
の実態把纏の為の定  予防・治療  つつある。しかし、これらの治療薬の導  環の選択、RA治療のアンカードラッグと  十分なコントロールが望めない症例に   
点観測体制の構築  研究事業  入による我が国のRAの全体像は、全国  対して生物学的製剤を粥始することに  

規模のRA疫学データが存在しないこと  より、関節予後を大幅に改善することが  
から、把握することが難しいのが実情で  期待されている。しかし、これらの治療  
ある。そこで、本研究では質問紙法によ  法を導入することが我が国のRA治療全  0  59  0  0  200  20  0  0  0  
る定点観測を行った。1施設200名の  体にどのようなイン′くクトがもたらされる  
データが出せるRA診療を事門としてい  かの把握は難しい。本定点観測を棟数  
る施設を全国から選択、10．427件の有  回施行することで、これらが把握でき、  
効回答が得られた。本邦RAの疫学につ  施策決定の基礎になると考える。   
いてよ礎的データが得られた。   の推移を追うことが可能となる。  
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年度  原著論 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課規名  研究事業  名  研究者代表 者氏名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／〈クト  出  
聞終  
始7  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   頗 取  

得   
アレルギー疾患の自  18  20  免疫アレル  大田 健  呼気NOは咳喘息や軽症気管支喘息患  「自賞症状（反復する咳嚇0「喘叫0「呼吸  「アレルギー疾患の早期診断、早期治  「アレルギー疾患の早期診断、早期治  喘息死ゼロ作戦は、日本内科学会、日   
己管理と個別化医療  ギー疾患等  看でも有意に上昇し、喘息早期診断に  困難）」＋「呼気NO≧40ppb」＋「他疾患  療のための診療指針」、「気管支喘息診  療のための診療指針」、「気管支喘息診  本呼吸器学会 日本アレルギー学会を   
を目指した早期診断  予防・治療  おいて有用な指積となることが示唆され  の除外」という気管支喘息早期診断墓  環のための病診連携の実行指針」、そ  療のための病診連欄の実行指針」、「喘  はじめとする学術大会でシンポジウム   
基準と早期治療法の  研究事業  た。気道リモチ」ングの指標として気道  準の有用性が示唆された。乳児喘息で  して「喘息死ゼロ作戦の実行に関する  息死ゼロ作戦の実行に関する指針」  や教育講演として発表の機会を得た   
確立及びその有効性  過敏性（ヒスタミン）が有効であることが  ま、発作頻度より全身性ステロイド投与  指針」を作成した。またJG」200引こ沿っ  ま、診療内容や医療体制の改善に今後  また各地域の医師会が主催する多くの   
と有害事象の評価に  示された。成人喘息では、吸入ステロイ  を要する様な発作をおこしたか否かが  て改変したEAP（EasyAsthma   寄与することが期待される。ゼロ作戦の  講演会で発表する機会があった 啓発   
関する研究  

81  62  83  0  176  田  l  0  0                                                                                             ドによる早期介入により気道過敏性が  重要と考えられた。喘息死ゼロ作戦の  Program）、成人用ACT（AsthrTlaControI  実行に関する指針は、作戦を具体化  活動の一環ともとらえ、ゼロ作戦への参       有意に改善し、気道リモデリングの改善  実行を目指して、病診連携の確立、  Test）とそれを参考にした小児用  し、班研究と」てその内容に沿った喘息  加を促し、作戦に必要な資材を提供す  
こもつながることが示唆された。基礎研  JGL200引こ沿った喘息治療の啓発活動  ACT（C－ACT）、ACT点数が記載できる  の診療を実行して、2005年（平成17年）  る機会ができた。また、新聞や医学雑  
究で、テープによりダニ抗原の定量を可  とその実行に必要な資材の配布などを  「喘息日記」、患者が携行する「ぜん息  こ3198名であったのが、2007年2540名  誌でも一部取り上げられ、取材を受けて  
能にしたことは大きな成果であり、環境  
整備の治療効果への寄与の程度をさら  実から評価することができた。本研究を  
に明らかにするものと期待される。   通じて、行政と医療現場との連携の具  

体的事例を示すことができた。   
食物アレルギーの発  18  20  免疫アレル  今井 孝成  全国モニタノンケ調査では、食物アレル  国モニタノング調査の結果は、わが国  「食物アレルギーの栄養指導の手引き  即時型食物アレルギーの全国モニタノ  全国モニタノンゲ調査結果は食物アレ   
症・重症化予防に関  ギー疾患等  ギ一に関連する貫の高い大規模な疫学  の即時型食物アレルギーの有休を示す  2008」およぴ「新生児ミルクアレルギー  ング調査の結果は∵食品衛生法 アレ  ルギーのわが国の現状を示す一級資   
する研究  予防・治療  調査が縦縞して行うことができ、様々な  ものであり、その情報は臨床診療にお  疑診時の診療の手引き」を作成した。前  ルギ一物質を含む表示■’法制そのもの  料として、メディア（新聞、テレビ、イン  

研究事業  重要な情報が集積された。また新生児  いて一定の方向性を示すもので、混沌  者は病院栄養士による食物アレルギー  の妥当性や特定原材料等の義務化、推  ターネットなど）で広く取り上げられ、医  
ミルクアレルギーの研究では、混沌とし  とした食物アレルギーの臨床診嘲の道  の栄養指導の普及を促進し、患者およ  奨化格上げや削除などの理論的根拠と  芋専門暮、教科暮にも広く利用されてい  
た同疾患分野に、今後の道筋を与える  積となっている。また「食物アレルギー  び保護者の00L改善に大きく寄与す  なっている。また表示ミスの問増には食  る。主任、分担研究者の各々は食物ア  
ことが出来、更なる疾患理解へ向けた  の栄養指導の手引き2008」は、食物ア  る。後者は疾患定轟すら混沌としてる同  晶製造業者に向けた法制の遵守の稚  レルギーの専門家として、全国で講演  

6  8  巳  0  72  15  0  0  2  
体を通じて食物アレルギーの疾患概念  り、患者のQO」改善に役立っている。  例を前向きに♯積することで、さらなる  学校その他における患者以外の第三者  ようになった。新生児消化器症状型の  
や治療論の確立を支援し、また患者の  「新生児ミルクアレルギー疑診時の診療  疾病理解と研究の発展を期待するもの  こよる接種の問煽などへ示唆的な情報  研究では、平成20年に分担研究者主催  
QO」を高め、多角的に食物アレルギー  を提供する。   の新生児栄養フォーラムにおいて公開  
の発症および重症化の予防に寄与する ことが出来た シンポジウムが催され、冷讃された。   

。   診断や今後の前向き研究に役立ってい  
る。   

コ  特になし   
る間宮性肺病変発症  

特になし   
ギー疾患等  づいた間質性肺病変（ILD）評価基準に  

に関わる遺伝子の探  予防・治療  従って抽出された、136例のルD合併例  
索   研究事業   と177例の非合併例について全ゲノムを  

対象にして一塩墓多型（SNP）解析を  
行った。統計学的に有意な頻度姜を示  
すSNPは認められなかったが、候補遺  
伝子と日されるものも挙げられた。今後  0    0  0  35  4  0  0  0   

これらの候補遺伝子について、疾患モ  
デル動物・遺伝子改変動物を用いてtしD  
発症への寄与の有無を証明する。   

書や分子標的薬の将来的開発の可能  
性も期待できる。  

臨床移柏コ一丁イネー  現時点では特になし   
ター看護師養成勃眉  

現時点では特になし   
ギー疾患等  ネ一夕ーの養成や資格認定のあり方を  

プログラムの開発と評  予防・治療  把握したうえで、必要とされるコア・コン  
価に関する研究   研究事業   ピテンシーを明確にし、専門家等の意  

見を踏まえ修正を加え、日本看護協会  
の認定看護師養成課程に即した臨床移  
植コーディネーター認定看護師基準カリ  
キュラムを作成した。   課程の設立に資するカリキュラムの間  0  0  0  0    0  0  0  0   

発は有意義である。掟知された既存の  
システムを活用することから、実施コス  
トが比較的少なく、移植コ一子ィネー  
クーの養成や認定方法の一つとして活  
用が期待される。   
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年度  原著論 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課樋名  研究事業 名  研究者代表 者氏名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
開終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

得   
造血幹細胞移檀にお  19  20  免疫アレル  金 成元  多機種のメンバーによる計11回の検討  当班において検討・作成された網羅的  主研究における理論的な検証を基に、  主研究の質問紙調査権雇を用いて、  前述の「造血細胞移欄クリニカルコー   
けるドナーの安全性と  ギー疾患等  会、計2回の勉強会を基に、主研究「血  な血縁者間造血幹細胞移植ドナーコー  網羅的な血縁者間造血幹細胞移櫨ド  コーディネーター配置施設群と未配置  ディネート入門」を平成21年2月5日から   
愉理的保護を確保し  予防・治療  縁者間同種造血幹細胞移植におけるド  デイネートリストおよび同コーディネート  ナーコーディネートリストおよび血縁者  施設群毎に回答分布を算出した上で群  同年2月6日の期間に札幌市で開催され   
たコーディネートシス  研究事業  ナーコーディネートの多角的検証」、分  の評価ツール、「造血細胞移植クリニカ  間造血幹細胞移楕ドナーコーディネート  間比較を行った結果、ドナーが支援を  た第31回日本造血細胞移植学会総会   
テム構築に関する研  担研究「血縁者間造血幹細胞移櫨にお  ルコーディネート入門」、血縁ドナー適  のための評価ツールを開発した。また、  経験したと感じる割合はコ一子ィネー  （会長：笠井正叶班員）の参加者全且に   
究  ける小児のドナーのリクルートに関する  枯基準、血縁ドナー術前検査項目は、  分担研究において「造血細胞移植クリ  ター配置施設において続盲十学的に有意  無料で配布した。また、造血幹細胞移  

研究（ドナー倫理性の確保）－その倫理  臨床の現場で直ちに活用可能である。  ニカルコーディネート入門」（監修：上田  に高かった。この結果から、継続的支援  櫨コーディネートに関連した満場の増加       的ならびに心理的間糧 

－」、「血縁者間  また、米国の主要医療機朋との議論で  恭典班員）を執筆・刊行した。   10  24  l  0  35  18  0  0  0                                                                                                               における血縁ドナーコーディネートヘの  を受け、同学会総会として初めてワーク  
造血幹細胞移櫨ドナーの倫理的俣凛を  その有用性や間頒点が再確認された既  マンパワー充当、すなわち血縁者間造  ショップ「コーディネート」（座長：金成元  
核としたコーディネートシステムの確  存の健常小児ドナーからの造血幹細胞  血幹細胞移梱コーディネーターの増員t  班長、上田恭典班員）というセッションを  
立」、r血縁者間遠血幹細胞移植ドナー  養成の重要性が示された。   設けることが出来た。   
の新たなコーディネートシステムの普  
及・均てん化J、「血縁ドナーにおける安  
全な造血幹細胞採取法の確立」を実施  
した。   れた。  

医療観察法による医  
療提供のあり方に関   廣科学研究   、ヽ－   た。  l∴－ご＝…   

する研究  ②不処遇事例の検討を通じて、医療観   （診小規格病棟（併設型）病棟平面図の   への退院促進策を提案し、一部が省令  
察法の処遇判定基準に関する論理的  試案を作成した。   ②「確定入院ガイドライン薬」を提示し劉  改正の中に生かされた。  
な枠組みを提供した。   ③併設型小規格病床の運用状況につ  度設割の見直しの必要性を示した。  ②医療観察法病棟についての住民説  
③鑑定入院が処遇判定の機会であると  いて検証し小規格病棟整備の意義につ  ③指定入院医療機関の近隣住民の不  明会用の「よくあるご質問（q＆A集）」を  
同時に急性期入院治療でもあることを  いて提言した。   安に対する対応として「Q＆A集」を作成  作成した。  
指摘し、鑑定入院における治療と処遇  ④薬物療法、特にクロザピンとデポ剤  した。   （勤惰世人院をモニターする文雷管理ソ  
の基準が必辛であることを示した。  についての検討を行った。⑤指定入院  （彰一般精神科病棟に併設される14床以  フトを開発し、各都道府県に配布した。  16  0  0  0  10  0  0  0  0  
④退院にいたるまでの期間洞査を行  医療機関における治療プログラムの具  下の併設型小規格病棟についてモデル  ソフトの使用可能性、改善点について  
い、指定入院医療機朋での治療や運用  体例を提示し、併存痘等、治療に難渋  設計図を提示した。（覿通院処遇におい  回書を得た。④警察官通報の近年の伸  
の均雲化の重要性を指摘した。   する事例についての治療プログラム帥  

発の重要性を指摘した。  とを指摘し岩成班と共に「通院ハンド  
（訂通院処遇から精神保健福祉法上の  
通院に円滑に移行するためには、精神  
科診療所の積極的協力が重要である  
点を指摘した。   ンドブック」を作成した。   

他事行為を行った精  18  20  こころの健  山上 略  施行当初9ケ月間の医療観察法による  指定入院医療機関入院事例のデータを  医療観察法のもとでのリスク評価やリス  最高裁判所と法株省は．裁判員制度導  裁判員制度の導入に償えての模擬裁   
神障害者の診断、治  康科学研究  宇判対象者全225例について．公式妃  よ穣し．担当医ら合同の事例検討によ  ク管理を円滑にする目的で考案された  入に備えて全国各地で実施した関係者  判において，「刑事責任能力に関する   
療及び社会復帰支援  録（糟＃鑑定暮，生活環境調僅劇告  り．鑑定や書判の問傾点を明らかにし，  「共通評価項目」すを改訂し「共通評  の研修・教育において．「刑事責任能力  精神鑑定書の手暮式事に関する研究」   
に関する研究  暮，決定■）を収集，整理．分析し．各  経過観察による精神科診断の重要性を  価項目の研修のためのガイド」を作成し  に関する精神鑑定書の手引き」と．これ  の成果が．たびたび各檀マスコミにより  

事例の特徴や処遇決定に関わる要因  指摘した（村上ら）。再他専行為防止の  た（村上ら）。精神鑑定書の簡潔化∴定  に沿って作成されたモデル鑑定書を用  報遺された。  
等を明らかにした（山上ら）。また．指定  ために，「武蔵思考スキル強化プログラ  式化を求める法■界の妻；劃こ応える形  いた。厚生労働省の委託により日本繹  
入院医療機関入院事例の分析により，  ム」を開発・試行し．その有用性を実証  で．精神科医と司法関係者が協議を王  神科病院協会によって実施されている  
急性期ステージの期間と．リスク・アセ  した（武井・菊池ら）。医療観察病棟にお  ね．「刑事責任能力に関する精神鑑定  司法精神医府等人材育成研修では，  53      0  25    0  0  0  

スメントツールHCR－20の評価項目との  ナる多職種チーム医療の実態を調査  書の手引き」を作成した（岡田ら）。指定  「共通評価項目一改訂版」が対象者の処  
相関を明らかにし，HCR－20の有用性を  し．看護職の役割と課樋等を明らかにし  通院医療機関における医療のガイドと  遇決定に際しての共通評価基準として  
証するとともに．欧米諸国の司法精神  
医学者との共同研究により．処遇判定  
基準等についての国際比較を行った  
（吉川ら）。   た（宮本ら）。   

60   



年度  原著論 文ご件）   その他 論文  

（件）  

研究課樋名  研究事業  名  研究者代表 壱氏名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／くクト  出  
開l樺  和  
始了  文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   騎 取  

得   
司法精神医療の適正  18  20  こころの健  小山 司  医療観察法施行直後の制度の運用状  医療観察法制度下における初めての実  処遇実態の地域間・施設間格差を是正  本研究から今後の課鰭として   今後 司法精神医療の貫を高め有機的   
な実施と普及のあり  康科学研究  況を把握・分析した。多くの関係機関や  態把堰を行い、各機関・職手玉のあり方  するためインターネット回線を用いた全  ①卒後教育の改善・充実により、一般  な連携が行えるよう 関係者に対する   
方に関する研究  職種のあり方およぴそれぞれの役割、  や連携の具体的方法、地域医療のあリ  国規樺でのカンファレンスを施行した。  精神科医の関心意識を高めること  研修システムを強化し、啓発啓鞍、よリ  

研修方法等について検証し、現状での  方についての課規整理を行った。わが  また、保健所における制度運用や地域  ②各行政機関の役割を明確にして適切  有効な地域処遇を目指したシステムの  
課題を抽出するとともに、今後の具体的  国独自のシステムを諸外国のシステム  処遇に関するマニュアルの作成、不足  な連携を構築すること、   整備や見直しを行う必要が考えられる。  
解決策を考察・提示した。医療観察法  と学際的に比較した点でも貴重である。  する通院治療プログラムを補うための  ③ジャーナリズムの指針等に提言し、－  そのためには単に社会資源や制度の  
はわが国独自のシステムであり、その  また、より有効な研修方法の改善や、  「通院治療プログラム♯」の作成、精神  般国民への理解が浸透する働きかけ、  充実だけでなく、地域を構成する一般市  
基盤整備について課題整理を行ったこ  具体的な通院治療プログラムの開発を  保健判定医の処遇決定に関わるガイド  ④通院医療の間埴点を明らかにし、プ  民や行政機関の意識変革や役割の明  

Z3  0  10  0  13  l  0  5  巴  
の確立および発展に寄与する意味で捷  を取り巻く環境整備はわが国の精神医  成、精神保健判定医寄書成研修会のプ  ⑤研修方法の改善（H21年度実現）に  果はこうした医療銃撃法の適切な運用  
めて意義深く、その成果は医療内容だ  環全体の底上げに繋がると考えられ  

る。   材養成研修企画委員会）と修正などを  ること、   間接的にわが国の精神医療全体の底  
司法精神医療に関する今後の政策決  行った。   ⑥学際的な法学研究により今後の必要  
定等にも寄与するものと考えられる。  な法整備につなげること、等があげら  

れ、これらは後の法改正が必要とされる  
場合の重要な基礎資料となり得る。   

こ⊥ヽ  
反応性予測と客観的  應科学研究  て、標準的抗うつ薬治療後の治療反応  治療に反応しないうつ病と哩昧であった  よって得られたエビデンス度の高い予  つ病は、自殺者数増加の大きな要因と  て試みられる認知行動療法について   
診断法に関する生  性と、養育環境、性格特性、社会誼知  が、本研究によりドパミン機能過剰型  測因子の特定に加え、臨床的には実証  なっている。本研究において、心理社会  読売新聞（平成†9年4月17日付掲載）   
物・心理・社会的統合  機能などの心理・社会的機能評価およ  （精神病性うつ病）と低下型（無気力型  しがたい難治性うつ病の診断と治療に  的要画、血中生物学的マーカーや脳血  医療ルネッサンス 認知行動療法1読   
研究  ぴ、血中コルチソール、神経栄養因子  うつ病）などの病態に基づいた分類が  関する項目について、わが国のうつ病  管病変などの生物学的要因を多面的に  売新聞（平成19年4月18日付掲敲）  

などの生物学的マーカー測定、脳機能  提唱され、その分類に基づいたドパミン  を専門とするエキスパートコンセンサス  解析し、実地臨床に応用可能な病態に  医療ルネッサンス 認知行動療法2うつ  
画像解析などを指標として前方視的に  作動薬の治療選択を提案した点でも臨  の調査も実施し、ガイドライン作成のた  基づいた難治性うつ病の早期診断偏針  病患者における脳機能異常について  
0  1Z  15  D  23  5  l  0  ロ                                                                                                        追跡した研究はわが国初の試みであ  床的意義が大きい。また、うつ病の難治  めの基本的なデーターを得ることができ  および治療選択ガイドライン作成に有  TBS週刊＝陳康カレンダー（平成21年  
る。その結果として、血中コルチソール  化因子として、潜在的双極性   た。これらの成果を関連学会で報告し、  用な成果が得られたことは、自殺予防  3月1日付放映） カラダの異常と「う  
の高さ、幼少期トラウマ体験（ETI）スコア  （bipolarity）、脳血管性病変、海馬機能  経論を重ねた上で、難治性うつ病の診  対策の観点からもその行政的意隷は大  つ病」の関係  
の高さ、性格検査（NEO－FFl）における神  （連合記憶機能）低下などの存在が示さ  断予測および適切な治療l＝関するガイ  きい。また、早婚‖こ抗うつ薬治療反応性  

経症傾向のホさと外向性の低さが、うつ  を予測することで、漫然と抗うつ薬治療  
病難治化の予測指欄となることが示さ  を行うことに警鐘を鳴らし、適切な治療  
れたことは学術的意義が高い。   明らかにした点でも評価される。   選択をすることで医療経済的にも千献し  

うる。   

精神保健医療福祉の  
改革ビジョンの成果に   康科学研究   、 

関する研究  実態を明らかにした。また精神科病院を  患者数lま減少していたが、その予備軍  各都道府県の「死亡」を除いたもの、お  する研究成果、諸外国の情報等を提供  接CheeNg氏を招へいした。同准教授  
対象としたモニタノング調査の電子調査  である「1年以上5年未満」の在院患者  よぴ「死亡」・「転院」を除いたものを算  した。また研究成果を「日でみる精神保  ま、報告r‘studyVisitOnCommunity  
票を開発した。さらに診断別の平均残  数は減少していなかった。新入院患者  出し、単純に「病院を退院した」人の割  健医環福祉」等の冊子にわかりやすくま  MentalHoa肘1lnJapan（日本の地域楕  
存率・退院率、自立支援医療（精神通  はゆるやかながら短期入院の方向に進  合と、「社会に復帰した」人の割合には  とめて情報共有に取り組んだ。さらに積  神保健に関する訪問調査）’’をまとめ  

4  0  44  ■  16  4  0  2  4  
入院における認知症・知的障害患者等  等、知的機能の低下した人たちの入院  こより、「改革ビジョン」の後半5年間に  評価を行い、精神保健医療福祉従事者  誌に掲載される予定であるが、「改革ビ  
の同意能力、粁神科デイ・ケア等の実  同意について、「自暮だけでなく、入院  用いる達成日櫻の指標は、退院促進と  とメディア従事者との対話は、国民一般  ジョン」の実現に向けての関係者の意  
施状況の調査を行い、地域精神医環の  という状況を正しく理解できている」に基  地域移行の実態をより明確にとらえるよ  こ向けてのメッセージを形成していく上  誰共有に一定の効果が期待される。  
充実、精神障害者の権利擁護に資する  
研究成果をまとめた。   ると考えられた。   た。   

高次脳機能障眉者に  
対する地域支援ネット   康科学研究   ネットワークの構築が、既存の施設（機  診断が、後の福祉サービスの提供に  が、高次脳機能障害者の就労について  定できる推計値を算出したことにより、  地方新聞及びテレビ局では多数報速さ   
ワークの積築に関す  関）と人的資源を活用することにより可  とってキーポイントであることが示され  ガイドラインを作成するためのデータ蓄  今後の国レベルの行政に必要な人数が  れた。公開シンポジウムは全国規模で   
る研究  能であることを実証した。また、その形  た。そのために必要な医療機関従事者  積が実施された。   確定できた意もは大きい。本研究によ  は3回、都道府県レベルでは多数開催さ  

成過程がトップダウンではなくボトムアツ  る地域支援ネットワークの績築が、高次  
プに構築されていくことが明らかにされ  脳機能障害に留まらず、障害者一般に  48  22  33    141  4  0  

た。さらに高次脳機能障害者ヨ針二つい  ついて支援ネットワーク構築モデルとな  
て全国規捜の推計値を算出した。   リ得る点で意義がある。   
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年度  原著論 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課堰名  研究事業 名  研究者代表 者氏名  専門的■学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  願  

始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  箆 際    取  
得   

自殺未遂者および自  18  20  こころの健  伊藤 弘人  これまでほとんどデータのない自殺未  複数の学術選体と協力してガイドライン  厚生労働省の下に設けられた「自殺末  開発されたガイドラインのうち、「自殺に  開発されたガイドラインのうち、「自殺に   
殺者遺族等へのケア  鷹科学研究  遂者・自死遺族の実態把撞のために調  を開発し、それぞれの学術団体の会見  遂者・自殺者親族等のケアに関する棲  傾いた人を支えるために一相談担当者  傾いた人を支えるために一相談担当者   
に関する研究  壬を行い、救命救急センター調査では  である医師・看護師等にガイドラインが  料金」と連動して、自殺未遂者ケアガイ  のための指針J「自死遺族を支えるため  のための指針」「自死遺族を支えるため  

搬送された未遂者の81％が精神医学  提供されたことで、日♯の身体科・精神  ドラインの作成指針、自殺者親族等の  に一相談担当者のための指針」は2009  に一相談担当者のための指針」につい  
的診断分矧二浪当したこと、遺族会を  科救急における未遂者ケア活動を支援  ケアに関するガイドライン作成指針を作  年3月31日に厚生労働省からプレスリ  ては、マスコミ取材があった。また、国  
中心とした調査では自死遺族の半数近  することにつながった。   成した。さらにこれら作成指針に沿っ  リースされた。「自殺未遂者への対応：  立精神・神経センター精神保健研究所  
くに気分・不安障害の可能性があること  て、「自殺未遂看への対応：救急外来  救急外来（ER）・救急鞘・救命救急セン  での心理職等自殺対策研修、自殺対策  
が見出された。調査結果を学術誌に発  l  2  29  4  41  8  0  3  ロ                                                                                                      （ER）・救急科・救命救急センターのス  ターのスタッフのための手引き」「精神  相隣支援研附こおいて、広く医師、保  
表するとともに、そこで各種学術団体、  ケンフのための手引き」「精神科救急医  料救急医療ガイドラインー自殺未遂者  健師、現場心理職、PSWらへの教育に  
精神保健福祉センター長金串と協力し  療ガイドラインー自殺未遂者への対応J  
て、救命や地域でのケアについて知見  「自殺に傾いた人を支えるために一相  
をまとめ、さらに未遂者ケア・遺族ケア  談担当者のための指針」「自死遺族を  
のための教育ツールを開発し、効果を  支えるために一相談担当者のための指  
検証した。  針」を作成した。   研修で資料として提供された。   

ヒトを対象にした精神  18  20  こころの健  三園 雅彦  従来考えられてきたほど、うつ病は機能  うつ病の若年発症群では前頭前野の皮  うつ病が初発年齢で区別される症候群  うつ病は微細な器質的要素を持ち．臨  平成18年10月16日読売新Ⅷ朝刊と平   
疾患の生物学的病態  護科学研究  的な疾患ではなく、微細な器質的要素  質第二層のGABA神経の韮型の分布異  であり、双棲性のうつ状態と単極性うつ  床的に軽快・東解しても脳機能検査や  成20年1月20日朝日新聞朝刊で、うつ   
解明に関する研究  を持ち、臨床的に軽快・寛解しても温機  駕が存在し、高齢初発群では前頭葉層  病は種々の生物学的マーカーによって  神経心理学的検査では障害が残ってい  病に関する最新の研究成果と自殺予防  

縮検査や神経心理学的検査では障害  部白文の微細な細動脈硬化とミクログ  区別されることを明らかにし、治療ガイ  る疾患であることが明らかになった事  について取り上げられた。  
が残っている疾患であることを明確にし  リアの活性化が詑められることを明らか  ドラインにおける客観的評価基準を示  で、うつ病後の復職や再発防止の対応  
た。しかし、これらの微細な器質的異常  にし、うつ病はその病態生理の相異す  すことができた。また、MRIでの白質高  策に寄与する辛ができた。この為、労働  
は発症前から存在し、日常生活や職業  る疾患群であり、双権性のうつ状態と阜  信号を有する治療抵抗性の中高年初発  災害の補償に関わるH20年度の「精神  
活動に支障のない程度のものであつ  極性うつ病は種々の生物学的マーカー  うつ病に対する抗血小板療法を報告で  障害に係るストレスと発症時期等に関  

0  42  8  12  63  41    0  0  
た。次に双極性障害と統合失調症とは  によって区別されるので、治療法におい  き、高齢化が進むなかでのうつ病対策  する調査研究」の報告書に「労災認定と  
組織病理学的に区別される精神疾患で  精神疾患の客観的補助診簡法の進歩」  
あり、双極性のうつ状態と単極性うつ病  の寄稿を求められ報告した。しかもこれ  
は種々の生物学的マーカーによって区  らの微細な器質的異鴬は発症前から存  
別されることを明確にした。   在し日＃生活や職業活動に支障のない  

程度のものであるので偏見、差別の除  
去にも寄与できた。   

統合失調症の生物学  18  20  こころの健  功刀 浩  本研究は、多数の患者試料を収♯し、  生理機能検査所見や階画像解析所見  種々の高次機能障害を簡易に測定する  行政施策上示唆的な知見が多数得ら  研究開始当初の2008年5月1日の日本   
的病態解明と予防・治  康科学研究  認知機能の詳細な解明、プレ／くルス抑  等の成果は、統合失調症の新たな診断  ためのテストとして統合失調症簡易認  れた。統合失調症では治療を受けて  権済新聞で「心の健康 遺伝子で解明」   
療法の開発  制テスト機器の開発を含む生理機能の  法や発病ハイリスク者の同定（早期発  知機能スケール日本持崩（BACS－」）を  「安定している」患者においても重い沈  というタイトルで、統合失調症やうつ病  

測定、最先端のMRI画像解析法を用い  見法）に役立つ知見である。遺伝子解  用いた検討を行い、8ACS－」が統合失  知機能障害があり、その基盤となる脳  などの遺伝子研究の進歩・成果が大き  
た脳構造・機能異欄の解明を行い、統  析研究によってリスク遺伝子を同定し、  調痘の認知機能障害の検出に極めて  構造異傷も明らかになった。これは、現  く取り上げられ、病気の原因が生活で  
合失調症の病態解明に資する多数の  遺伝子発現解析によって診断雇の開発  有効であることを示すエビデンスを得  在の治療体系では根本的治療が幽艶  の「ストレス」だけでないことなどの啓発  
成果を得た。全ゲノム遺伝子解析と網  を行った。これらは、今後、臨床で活用  た。日ACS－」は、臨床で簡便に使用でき  であることや、統合失調症愚書の社会  に役立った。同様に、2008年9月19日の  
4  126  67  6  125  39  2  0  2                                                                                                     羅的遺伝子発現解析によって、新たな  できる治療法や診断法・予防法の開発  る標準的な統合失朋虚認知機能検査  復帰や就業が現実には困難であること  朝日新聞でも「遺伝子で読み解く心の  
リスク遺伝子を見出し次世代診断法の  に結びつく知見である。なお、サイトカイ  法として普及することが期待できる。  を改めて浮き彫りにする。本研究によつ  病「統合失調症 進む原因研究」という  
開発を行った。抗精神病薬のシーズも  ンに作用する創薬の前‡臨床研究では、  て、統合失調症の診断・治療・予防に結  タイトルで遺伝子研究の成果が1面を  
見出した。これらはMoIPsychiatry．Hリm  ぴつく知見が得られ、今後、早期発見法  
M01G8nOt，JNourosci．PNASなど露の  や予防法、根本的治療法が開発されれ  
高い学術誌に発表され、学術的価値が  ぱ、統合失脚症患者数の減少、入院患  
高い。   者や入院期間の減少などにつながるこ  

とが期待できる。   

双極性障害の神経生  特になし   特になし   
理・画像・分子遺伝学  廣科学研究   極性障害では統合失調症の感賞フィル  
的研究   ダノング機構障害と同様の抑制障害を  

発見した。高密度脳波電十を用いて双極  
性障害患者の視覚ミスマッチ陰性電位  0  13  13    10  7  0  0  0   

を記録し、統合失調症との暮いを同定し  
た。   
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研究課唱名  研究事業 名  研究者代表 者氏名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
開柊  
始了  

和 文  美 文  
等   

得   
糖鎖の関連する  18  20  こころの健  l∴  こ  （り糖鎖遺伝子異常と末梢神経障害の  （1）プロテオグリカンの糖鎖遺伝子に複  ガイドライン策定までには至らなかった  （り精転移酵素遺億子の異常が、難治  ギランリベレー症候群などの免疫性   
ニューロパチーの分  席料学研究  関連が示唆された。プロテオグリカン鴇  数のSNPの存在が明らかとなり∴坤紹  が、ギラン・／ルー症候群の重症化や病  性ニューロパチ一に関連することが示さ  ニューロパテ一におけるガングリオシド   
子病態の解析  鎖遺伝子に複数のSNPが存在すること  疾患の治療効果や予後の予汲倶こ有力  聖と関連する抗体が明らかとなり、テー  れたことは、病態解明と新規治療法開  複合体抗体を含めた抗ガングリオシド  

が明らかとなり、神権疾患との関連の詳  な辛がかりが得られた。（2）免疫性  ラーメード医療を視野に入れた今後の  発につながり、医療福祉に千離する可  抗体検査について、全国の施設からの  
細な検討が必要であることが示された。  ニューロパテーの新たな標的抗原のエ  ガイドライン作成に有用な知見が得られ  能性がある。（2）ギランリベし一症候群の  依頼に応えている。その有用性が詑詭  
（2）ガングリオシド複合体に対する抗体  ピトープとしてガングリオシド複合体が  た。   重症度や病型に関連する抗体が次々  されてきており、依頼件数は月に約200  
の検討が大きくすすんだ。このテーマは  見出された。ガングリオシド複合体を検  こ見出され、治療ガイドライン作成の際  件となっている。抗ガングリオシド抗体  
現在、糖鎖生物学的にも注目されてお  討対象とすることにより、杭ガングリオ  3  n  n  6  45  由  0  0  0                                                                                                        などに有用なマーカーとして使用可能  検査については、近絶大学医学部神紹  
リ、成果は海外の一流誌の論文にも引  シド抗体検査の、診断・重症度予測など  である。（3）レフトスピラ感染の神経障害  内科ホームページ上に案内を掲示して  
用された。抗GDlb抗体の縮合が、神経  機序解明の辛がかりが得られ、感染対  
細胞のアポトーシスを引き起こすことが  策を策定する上でも有用である。   
明確に示され、ガングリオシドとシグナ  
ル伝達の関連が、病態と深く関わって  
いることが示唆された。   

肢帯型筋ジストロ  18  20  こころの健  林由起子  肢帯型筋ジストロフィー1日型は、核ラミ  LMNAの変異スクリーニングによって、  特になし   若年者に突然死を来しうるしGMDIBが  特になし   
フィー1B聖の社会医  康科学研究  ナの主要構成タン／くク質IaminA／Cの異  比較的頻度の高いLGMDであること、他  
学的・分子細胞生物  ♯により筋積数の増加、クロマチンの変  のミオパテーをも呈しうることなどを明ら  
学的研究  化、核近傍の空胞形成といった強い核  かにすることによって、幅広い疾患スク  

変化を認め、核の異常と病態との直接  リーニンケの重要性を示した。また、突  
の関連を明らかにした。また、筋再生の  然死の原因となる■b合併症が思春期以  
鍵となる筋衛星細胸でも同様のクロマ  降にみられるようになることから、厳重  
テン異常を確認し、筋再生能の低下を  に経過観察を行い、適宜除細動付き  0  15      18  20  0  0  0  

示唆する結果を得た。さらに核近傍の  ペースメーカー挿入を検討する必要が  
空地は、細胞質内へ噴出した核成分が  あることを明らかにした。   
処理される際に形成される可能性を見  
いだした。これは特殊な自己貪食機構  
による核成分の分解現象を哺乳類細胞  
で初めて明らかにしたものである。   

小児抑の大脳白質病  18  20  こころの健  井上 健  小児期の大l嵐白質病変をきたす様々な  クルウミンは安全性が確立している食品  本研究は病態解明のための基礎研究  本研究は病態解明のための基礎研究  本研究の成果により作成された   
変の病態解明に関す  康科学研究  疾患の病態解明と病態に基づく治療法  化合物であり、今後、特定の遺伝性髄  であるので、ガイドライン等の開発は行  であるので、その成果は直接、行政施  SOX10日ACトランスジェニックマウス   
る研究  開発において、先進的な成果を挙げる  鞘形成不全症治療薬として臨床応用で  われていないが、今後大脳白質形成不  策に反映されるものではない。しかし、  ま、特許申；書中である。遺伝性大脳白  

ことができた。初めての遺伝性髄鞘形  きる可能性が高い。PCWHの病態の解  全症の診断基準策定に重要な情報を  本研究の成果は来年度から行われる大  貫形成不全症については、今後患者家  
成不全症治療薬としてのクルクミンの有  明やモデル動物の確立は、今後治療法  碓供することができた。   脳白賢形成不全症の診断基準の策定  族会への††報提供のための講演会を  
効性を確認することができた。SOXlO遺  のための基盤的知見を提供するもので  
信子変異が、PCVJHを引き起こす分子  ある。   
病態機構を初めて明らかにすることが  2  25  5  3  15  14    0  0  

できた。PCWHの動物モデルを確立する  
ことができた。超早産児の高次脳機能  
障害の新たな病態仮説として、神経前  
駆細胞の障害とこれに基づく生後の大  
脳発達の障害を提唱した。   

基礎研究と臨床研究  18  20  こころの健  柿木 隆介  脳波、貼磁図、機能的MRI（†M剛）、緯頭  中枢神紹系に損傷を認める神経障害性  中枢神経系に損傷を認める難治性の神  米国では、2001年からの10年を▲てhe  私達の研究班による痔痛関連の研究   
の融合による、神経  康科学研究  蓋磁気刺激（TMS）を併用して痛賞の脳  療病（post－StrOkopainなど）には大腿  纏障害性疫病を有する患者さんに対し  D8Cad80fPainControlandR8SearCh  成果は、社会的にも重要であるため、   
疾患によってひきおこ  内情報処理過程を明らかにした。痛覚  皮質運動野刺激が有用で、末梢神経系  て、病巣部位、臨床所見と、治療効果に  （痔痛治療と研究の10年）’’とすることを  マスコ三でも広く取り上げられてきた。情   
される療病に対する  認知の初期過程には、先ず刺激対側の  ＝損傷を汲める神経性害性疾病（末梢  ついての相関を詳細に分析し、治療指  採択した。1990年代に採択された  動と痛みに関する研究は、2007年4月、   
新しい治療法の開発  第1次感賞野（SI）、第2次感賞封（SIりと  神経損傷による幻肢痛）には視床知賞  針（ガイドライン）を作成する作業を行っ  ‘‘Decad00fBrain叩宣言に次ぐ第2番目  5月に、朝日新聞、読売新聞などの主要  

島が平行して活動し、その後おそらく脳  中継核（視床Vc核）刺激が有用である  ている。すなわち、「ここに病巣があって  のメディカルサイエンス振興政策であ  紙に掲載された。また、研究代表者は  
梁を経由して刺激同側のSU、島、帯状  ことを明らかにし、その手術方法ならび  こういう臨床所見があれば、第1選択冶  る。しかし、日本では未だ痔痛学に対す  痛みと軽みに関して、2007年7月8日に  
2  32  36  7  57  40  ■  0  0                                                                                                      回、扁桃体が活動する辛が明らかに  に除痛機除について検討した。また、脊  療法は000で、第1選択治療法は000  る認識が低いのが現状である。私達の  TBSテレビ「ネプ理科」，2008年3月18E】  
なってきた。痛覚認知は情動と深い関  髄刺激においてもDuaトloadst加ulation  である」といった基準である。ただし、現  研究班は、日本で初めて、基礎研究と  こNHKテレビ「解体斬ショー」で解説し  
連があり、辺縁系、特に帯状回ともが  法を用いることによって、神経凍害性痔  在までは、各患者さん間の個人差が予  臨床研究が強く紹びついて、有効治療  た。広く反響を呼び、多くの患者さんや  
重要な役留を果たすことを明らかにし  
た。   した。   なければならないため、明快なガイドラ  

インを決定するまでには至っていない。   
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年度  原著論 文（件）   その他 論文  

（件）  

研究課種名  研究事業 名  研究者代表 者氏名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／くクト  出  
開l終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  園 際   顧 取  

得   
筋萎縮性側索硬化症  18  ZO  こころの健  軒 伸  孤発性AJS患者組織に見出された分子  従来のALSの治療法開発研究は一部  特になし   特になし   学会のシンポジウム等でシンポジストと   
に対する特異治療法  康科学研究  病態の解析から．RNA繊▲酵素ADAR2  して講演を行った 
の開発  のコンディショナルノツクアウトマウスを  

開発し．この分子病態が細胞死の直接  
原田であること．したがって疾患モデル  
動物として適切であることを明らかにし  
た．さらに．この分子病態に基づいた治  
療法の開発のための埼兼細胞．マウス  0  3（；  20    22  8  0  0  0  

を用いたスクリーニングシステムを新た  
に立ち上げた．治療標的とすべき分子  
病態を明らかにしたことで．従来行われ  
なかった理論的治療法開発戦時が可能  
になった。   いう。従来にない，原因に基づいた治療  

戦暗が可能になった。  

NAD，Sir2依存性軸  18  20  こころの健  荒木 敏之  神経軸素変性過程を細胞死とは独立し  NAD合成系酵素発現による強力な神権  神経変性疾患等の神経系難治疾患に  本研究の成果に関しては、学術集会に   
索保護機構を用いた  康科学研究  た細胞内反応系として確立し、その多  保雄効果わ有効性の範囲を示すこと  は治療法はおろか疾患の進行を抑制す  おけるシンポジウム講演、国内外の学   
神経変性疾患治儀と  様性を明らかにすると共に、神経変性  で、神経軸素変性を伴う神経変性疾患  る方法も確立しておらす、本研究が提  術研究機関における招待講演などで、   
その分子基盤  阻止につながる主要な分子メカニズム  の変性メカニズムの多様性を明らかに  案する神経変性疾患の治療アプローチ  主として生命科学研究者に対して示し  

を解明し、治療応用の可能性を示した。  した。ミトコンドリア機能変化による治療  は今後非♯に有力な方法となると考え  た。また、製薬企業からの研究内容に  
特に、NAD合成系酵素の過剰発現に  効果が大きいと考えられるパーキンソン  る。また高齢でのQualityofJifoを維持  関する照会に応じ、関係者への知見、  
よって実現される著明な神経保護効果  病、虚血再還流による神経傷害に関  0  3  l  0  20  4  0  0  5                                                                                      する上で神経機能の保護を可能にする  技術の紹介を行うなどの形で、創薬へ  
におけるミトコンドリア機能変化の関与  ことは極めて大きな意義を持つ。  の応用のための協力を行った。   
を示した研究成果は、エネルギー代謝  
系と神権の正常機能維持や神経変性メ  
カニズムとの関係を初めて明確に示し  
たものである。   

サ髄問質由来筋前駆  18  20  こころの健  武田 伸一  1．CD271陽性細胞分画を単離すること  重症の遺伝性筋疾患であるDuchonne  本研究を進める過程で、臨床グレーディ  筋ジストロフィーに対して治療を開発す  研究代表者らの取り細みは、筋ジストロ   
細胞と筋ジストロ  廣科学研究  によリイヌ骨髄から増殖力と分化力に  型筋ジストロフィー（DMD）では、原因遺  ング、MRI、CT等を用いた筋ジストロ  るための研究は、論文・学会発表のみ  フィー協会の全国並びに地方大会、国   
フィー犬を用いた筋ジ  富んだⅦ葉細胞を得ることが可能に  伝子と分子病態の解明を受けて、治療  フィー犬の治療評価系を確立することが  ならず、国立精神・神経センターのホー  立精神・神経センターで開催された市民   
ストロフィーに対する  なった。   法の開発が求められている。現在、特  できた。大型のモデル動物を治療研究  ムページ、筋ジストロフィー協会の全国  公開講座で取り上げられた、殊に、07   
細胞移植治療法の開  2．MyoDを強制発現することにより、短期  にiPS細胞の再生移植治療への応用が  に使用できることになったことで、内外  大会や広報等を通じて全国に発信され  年9月に開催された筋ジストロフィー協   
発  間で簡便に大量の細胞を高い効率で筋  期待されているが、本研究の結果はiPS  の研究施設から多くの共同研究の申し  た。DMDに対する治療を実施するため  全会国大会での研究代表者の講演は  

分化誘導できた。   細胞を筋ジストロフィーに対する治療研  込みを受け、アンチセンス・モルフがノノ  には、DMD患者登録を進めることが重  同協会のホームページ上で公開されて  
l  63  35  10  76  60  4  l  8                                                                                                       3．DLA（Dog」8Ukocyteantjg引1）の  究に応用するためには、1．幹細胞から  こよるエクソン・スキッビング及び新規  要であるとの見解が広く受け容れられ、  広く受け容れられた。これらを契機とし  
mat¢hした正常犬から患犬への動脈を  どのように筋細胞を誘導するのか 2．  薬剤を用いた治療lこついては既lこ評価  平成20年定から厚生労働省精神・神権  て08年1月、フジテレビ「撲らへの手紙」  
介した同種移植を実施し、移植細胞の  例えHしへのmatchした移植であってもど  を行うことができた。今後、更にサロ  疾患研究委託費によるDMD患者登錬を  の中で現在の最先端治療について放  
広範な生蒼を確認した。   のように免疫抑制を行なうのか 以上  ゲートマーカなどの研究を進め、筋ジ  進めるための研究班（川井班）の設立を  映されたことを始め、08年11月、日本権  
4．幹細胞への導入可能な治療用のジス  の2点について、新たな方法論を確立  ストロフィー治療開発に関する標準プロ  み、また国立精神・神権センターの事業  済新間、09年3月、日本経済新聞、読売  

トロフィン遺伝子を組み換えたレンチ  としても取り上げられたことが特牛され  
ウイルスベクターを確立し、モデルマウ  る。   ている。   
スでその有効性を検証した。   

片頭痛に対する画期  18  20  こころの健  坂井 文彦  片頭痛の病態と治療薬の作用機序につ  片頭痛慢性化の予防法に有効な治療  本研究の分担研究者の多くが参加し平  本研究により片頭痛の疾患概念がより  片頭痛により相当の支障をこうむってい   

的治療法の開発に関  康科学研究  き研究し、発作のジェネレターとして視  法として頭痛体操を考案した。後頸部筋  成川年から3年間行った「こころの健康  明確となった。片頭痛が治療すべき疾  る人が多いにもかかわらず、片頭痛が   
する研究  

床下部オレキシン、前兆と頭痛を連結  群のストレッチが痛み調節障害を改善  科学研究事業（慢性頭痛の診療ガイド  患であることの認識を広める上で、本研  疾患であることの社会的認知度は低       するMMP9の役割、痛みの伝達に  し、片頭痛慢性化を予防した。海外でも  ライン作成に関する研究）」班の分担研  究の成果は有用な資料となる。欧米と  い。本研究で明らかとなった片頭㈲こつ  
TRPVlの作用を明らかにした。メカニズ  痛み調節系の研究が行われており、国  究看である。ガイドライン作成の期間中  比較し、頭痛診療に関する行政の支援  いての新知見は市民講座、インターネッ  
ムに基づいた治療薬の開発が期待さ  際頭痛学会で評価された。   5  13  95  l  87  n  0  0  0                                                                          に国内外の多くのエビデンス収集され  体制は必ずしも十分ではない。欧州で  ト、メディアを通じて広く普及する予定で  
れ、BrainR8S8arCh諸に掲載された。  体系化されている。頭痛診療ガイドライ  

ンはMINDSから公開されている。本研  
究の成果にもとづき病態の追記、スマト  
リブタン自己注射、頭痛体操の項目の  
追加が必要である。   王献できる。   
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